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　｢

新
春
走
り
初
め
大
会｣

が
、
１
月
２
日（
月
）

に
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
早
朝
は
曇
り
空
で
し
た
が
、
午
前
10
時
の
開
会

式
の
頃
に
は
前
が
見
え
な
い
程
雪
が
降
り
積
も
り
、

あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
参
加
者
は

全
員
1.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
り
切
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
豊
田
公
民
館
の
主
催
で
「
新
春
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
、
故ふ

る

郷さ
と

太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る

力
強
い
太
鼓
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
打
ち
手
の
子

ど
も
達
が
交
代
す
る
た
び
に
観
客
の
皆
さ
ん
に
礼

を
す
る
姿
に
、
新
年
か
ら
清す

が

々す
が

し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
体
の
芯
ま
で
冷
え
切
っ
た
参
加
者
に

キ
ノ
コ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
新

年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

あおぞら

  ｢

幸
せ
で
す
か｣

　
突
然
こ
ん
な
質
問
に

ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す

か
。
３
か
月
ほ
ど
前
、
法

政
大
学
大
学
院
が
発
表
し

た
都
道
府
県
ご
と
の｢

幸

せ
度
ラ
ン
キ
ン
グ｣

に
よ

る
と
、
1
位
は
福
井
、
２
位
は
富

山
、
長
野
は
７
位
で
最
下
位
は
大

阪
で
あ
っ
た
。
最
下
位
の
大
阪
の

人
に
、
テ
レ
ビ
局
の
人
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ｢

で
も
、
大

阪
が
一
番
い
い
。
人
情
が
あ
る
よ

っ
て｣

と
答
え
て
い
た
。

　
世
界
の
人
口
が
70
億
人
を
超
え

た
。
そ
の
中
に
は
、
紛
争
が
絶
え

な
い
、
食
料
さ
え
満
足
に
な
い
な

ど
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
日
々
を

送
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
は
、

半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
平
和
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
変
幸
せ

な
事
で
あ
る
。
有
り
難
い
。

　
昨
年
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島

第
１
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
を

経
験
し
た
。
津
波
に
よ
っ
て
多
く

の
尊
い
命
や
生
活
の
基
盤
が
一
瞬

の
う
ち
に
奪
わ
れ
、
今
な
お
続
く

放
射
性
物
質
の
不
安
。｢

普
通
に

生
活
で
き
る
事
が
如
何
に
幸
せ
な

こ
と
か｣

と
、
多
く
の
人
が
思
っ

た
に
違
い
な
い
。

　
あ
な
た
は
幸
せ
で
す
か
。（
千
）
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お父さんとゴール!!

新
春
走
り
初
め
大
会
と

　
　
　   

新
春
の
つ
ど
い
開
催

スタート!

公
民
館
レ
ポ
ー
ト

走り初め
打ち初めで
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特 集

　
西
部
公
民
館
で
は
、
１
月
７
日
（
土
）
に

世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
、
ま
ゆ
玉
作
り
講

座
を
開
催
し
、
親
子
連
れ
な
ど
、
18
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
上
新
粉
を
練
っ
て
、

ふ
か
し
、
赤
・
緑
・
黄
な
ど
の
色
を
付
け
、

米
俵
や
繭ま

ゆ

の

形
に
し
た
お

団
子
を
ミ
ズ

キ
の
枝
に
飾

り
付
け
て
い

き
ま
し
た
。

野
菜
や
花
、

な
か
に
は
、

今
年
の
干え

支と

で
あ
る
辰
や
、

自
分
の
顔
を

作
る
子
ど
も
達
も
い
て
、
と
て
も
楽
し
み

な
が
ら
作

り
ま
し
た
。

家
に
持
ち

帰
っ
た
子

ど
も
達
は
、

地
域
の
ど

ん
ど
焼
き

で
、
今
年

１
年
の
健

康
を
願
い
、

団
子
を
火

で
あ
ぶ
っ

て
食
べ
た

そ
う
で
す
。

ものづくり体験を楽しむ

　
北
部
公
民
館
で
は
、
１
月
14
日
（
土
）
に
親
子
体
験
教
室
あ

る
あ
る
探
検
隊
「
も
の
づ
く
り
・
や
し
ょ
う
ま
づ
く
り
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
も
の
づ
く
り
で
は
、
ま
ゆ
玉
や
に
ん
じ
ん
、
い
ん
げ
ん
な
ど

の
野
菜
や
く
だ
も
の
な
ど
を
作
り
、
リ
ン
ゴ
や
大
判
小
判
と
と

も
に
ミ
ズ
キ
の
枝
に
飾
り
、
今
年
も
公
民
館
の
玄
関
を
飾
っ
て

い
ま
す
。

　
や
し
ょ
う
ま
づ
く
り
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
米
粉
を
組
み
合

わ
せ
、
親
子
で
相
談
し
な
が
ら
様
々
な
模
様
の
や
し
ょ
う
ま

が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
「
金
太
郎
飴
み
た

い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
講
座
が

今
年
度
最
後
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
一
年
間
準
備
か

ら
指
導
ま
で
多
岐
に
わ
た

っ
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
赤
岩
Ｍ
21
の
み
な
さ

ん
と
手
作
り
の
お
餅
と
そ

ば
団
子
汁
で
昼
食
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
豊
田
公
民

館
講
座
「
も

の
づ
く
り
」

は
、
信
州
中

野
ふ
る
さ
と

交
流
団
の
指

導
の
も
と
、

29
名
が
参
加

し
、
１
月
７

日
（
土
）
も

み
じ
荘
に
て

開
催
し
ま
し

た
。

　
米
粉
を
練
っ
て
ふ
か
し
た
団
子
を
、
ま
ゆ
玉
、
サ
サ
ゲ
、

ナ
ス
な
ど
の
形
に
し
て
作
り
、
木
の
枝
に
刺
し
て
飾
り

ま
し
た
。
ま
た
小
判
や
大
黒
さ
ま
、
恵
比
寿
さ
ま
な
ど

の
縁
起
も
の
や
小
ぶ
り
の
リ
ン
ゴ
も
吊
る
し
ま
し
た
。

　
な
か
に
は
、
イ
チ
ゴ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
の
野
菜
や

果
物
を
作
っ
た
り
、
緑
色
の
団
子
を
木
に
巻
き
付
け
て

今
年
の
干
支
で
あ
る
辰
（
龍
）
の
形
に
細
工
し
た
参
加

者
も
い
て
、
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
完
成
し
た
作
品
は
ど

れ
も
力
作
ば
か
り
で
し
た
。

　『ものづくり』は団
だん

子
ご

の木 ( 主にミズキ )
の枝に米の粉を練って、
俵・なす・きゅうり・
かぼちゃ・綿の花など
を作って付け、豊作を
願って神棚や大黒柱に
飾りつけます。
　さらに、菓子（米の
粉）で作られた大判小
判や縁

えん

起
ぎ

物
もの

も飾り付け
ます。これは、その年
の農作物の豊作を願う
行事です。（中央公民
館編集　ふるさとの料
理　その 2 から）
　公民館では、伝統行
事をこれからも継承し
ていただきたい願いか
ら、ものづくり（まゆ
玉づくり）講座を開催
しています。

昔からの
年中行事
を子ども
達に

西
部
公
民
館

豊
田
公
民
館

北
部
公
民
館

飾りを作る手元に真剣なまなざし

上手にできたね！

思い思いに飾り付け

豊作を願って
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１
月
20
日
（
金
）、
平
成
23
年
度
分
館
報
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
、
最
優
秀
賞
に
栗
和
田
分
館
を

選
び
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
広
報
活
動
を
通
じ
分
館
活
動

の
活
性
化
と
、
地
域
連
携
を
図
る
た
め
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
37
分
館
、
２
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

分
館
報
を
、
中
央
公
民
館
分
館
協
議
会
正
副
会
長
、

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
正
副
委
員
長
、
公
民
館

非
常
勤
主
事
会
副
会
長
な
ど
が
審
査
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
栗
和
田
分
館
は
、
年
３
回
発
行
し

て
お
り
、
内
容
は
Ａ
４
版
サ
イ
ズ
カ
ラ
ー
刷
り
８審査会の様子

分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

ペ
ー
ジ
の
中
に
、
小
学
校
の
新
入
生
や
新
成
人
の

紹
介
、
ま
た
分
館
で
実
施
し
た
行
事
を
て
い
ね
い

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
員
か
ら
は
、｢

区
内
を
走
り
廻
っ
て
様
々

な
情
報
収
集
に
努
め
て
お
り
、
写
真
を
多
く
使
い

情
報
量
が
豊
富｣

と
の
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。

　
間
山
分
館
は｢

発
行
回
数
が
群
を
抜
い
て
お
り
、

大
変
な
努
力
を
重
ね
て
い
る｣

、
若
宮
分
館
は
年

６
回
の
発
行
で
、｢

手
づ
く
り
の
館
報
の
中
に
様
々

な
区
民
を
繋つ

な

ぐ
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る｣

、
東

吉
田
分
館
は
、
分
館
報
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

回
覧
板
も
発
行
し
て
お
り
、｢

比
較
的
新
し
い
行
政

区
の
中
で
、
区
民
を
つ
な
ぐ
た
め
の
総
合
的
な
情

報
発
信
を
し
て
い
る｣

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
２
月
25
日(
土)

の
分
館
長
主
事
研
修

会
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
度

【
審
査
結
果
】

平成24年度

中野市成人式
　
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
、
中
野
市
に
住
民
登

録
し
て
い
る
方
を
対
象
に
案
内
状
を
お
送
り
し

ま
す
。
　

　
現
在
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
成
人
式

に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
中
央
公

民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
の
成
人
式
の
企
画
運
営

は
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
18
名
の
新
成
人

に
よ
る
実
行
委
員
が
行
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
は
、
昨
年
の
11
月
か
ら
毎
月
会
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の
小
林
真ま
さ

輝き

さ
ん
か
ら
は
、｢

想
い
出
に
残
る
成
人
式
に

な
る
よ
う
色
々
な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。
楽

し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い｣

と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。

成人式実行委員会のメンバー「待ってます！」

５月４日（みどりの日）
午前９時30分　受付
午前10時　　　開式
中野市市民会館

日 時
時 間

会 場

▼
最
優
秀
賞
　
栗
和
田
分
館

▼
努 

力 

賞
　
下
小
田
中
分
館
・
長
嶺
分
館

　
　
　
　
　
　
金
井
分
館
・
赤
岩
分
館

▼
優 

秀 

賞
　
間
山
分
館
・
若
宮
分
館

　
　
　
　
　
　
東
吉
田
分
館
・
上
小
田
中
分
館

　
　
　
　
　
　
竹
原
分
館
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南
間
長
瀬
は
、
中
野
扇
状
地
の
扇
端
に
位

置
す
る
た
め
、
か
つ
て
夜
間
瀬
川
は
、
し
ば

し
ば
乱
流
し
て
い
た
。
未
開
発
の
荒

地
が
多
く
、
人
々
が
常
住
で
き
る
場

所
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
う
し
た

状
況
下
で
も
、
こ
の
地
を
領
す
る
領

主
は
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
世
前
期
は
、
日
本
史
上
に

お
け
る
大
開
発
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。
南

間
長
瀬
は
、
領
主
福
島
正
則
の
時
代
に
初
め

て
歴
史
上
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
元
和
七
年

（
１
６
２
１
）
の｢

福
島
正
則
領
内
村
々
高

辻｣

の
五
十
六
石
余
り
で
あ
る
。
こ
の
石
高

は
当
時
の
他
村
に
比
し
て
少
な
い
が
、
北
間

長
瀬
よ
り
早
く
成
立
し
て
い
る
の
で
、
南
間

長
瀬
を
本
間
長
瀬
と
も
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
南
間
長
瀬
の
東
方
に
は
金
井

村
が
あ
り
、
金
井
北
の
村
下し
も

で
元
和
年
間
に

開
削
し
た
と
い
う
田
麦
堰
と
金
井
堰
が
交
差

し
て
い
る
。
金
井
堰
の
堰
水
は
こ
こ
か
ら
西

へ
流
れ
南
間
長
瀬
方
面
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
こ
の
用
水
堰
周
辺
を
南
間
長
瀬
の
草
分
け

と
伝
え
る
田
中
、
久
野
、
山
口
、
霜
鳥
な
ど

の
先
祖
が
開
発
を
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
南
間
長
瀬
の
石こ
く
だ
か高
初し
ょ
け
ん見
、
金
井
堰
の
流

末
流
入
、
そ
し
て
草く
さ
わ
け
で
ん

分
伝
承し
ょ
う

か
ら
推
量
し

て
、
南
間
長
瀬
は
少
な
く
と
も
元
和
七
年

（
１
６
２
１
）
前
後
に
は
成
立
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

（
田
中
　
毅
）

　
南
間
長
瀬
分
館
は
、
平
岡
地
区
西
部
に
位

置
す
る
29
戸
の
小
さ
な
分
館
で
す
。
分
館
長
、

主
事
の
5
名
体
制
で
、
館
内
に

掲
載
さ
れ
た
「
以
和
為
貴
」（
和

を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
）
の
精

神
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
恒
例

の
児
童
対
象
の
書
き
初
め
、
ど

ん
ど
焼
き
の
お
正
月
行
事
、
５

月
に
は
子
ど
も
か
ら
老
人
総
出

の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
と
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
。
終
了
後
は
、
神
社

境
内
で
揃
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま

す
。
６
月
に
は
、
親
子
で
竹
の
子
採
り
ハ
イ

ク
。
子
ど
も
達
は
、
温
泉
プ
ー
ル
に
竹
の
子

汁
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
10
月
の
東
西
笠

原
、
南
北
間
長
瀬
４
地
区
対
抗
の
球
技
大
会

は
、
地
域
連
携
の
貴
重
な
事
業
で
す
。

　
農
繁
期
が
一
段
落
す
る
11
月
、
公
民
館
前

に
区
民
自
作
の
大
輪
の
菊
花
展
。
館
内
で
は

役
員
の
奥
さ
ん
方
の
手
料
理
と
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
芸
人
に
よ
る
余
興
を
楽
し
む
敬
老
会
は

大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
人
権
教
育
懇
談
会
も

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
各
種
催
事
で
使
用
す
る
備

品
を
揃
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
名
実
共
に

公
民
館
を
中
心
に
集
う
区
民
の
皆
さ
ん
、
次

の
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
や
、
人
生
の
指
導

者
の
諸
先
輩
、
区
民
の
親
睦
と
和
づ
く
り
の

一い
ち

助じ
ょ

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

（
南
間
長
瀬
分
館
長
　
霜
鳥
　
春
一
）

南間長瀬分館
南
間
長
瀬
の
成
立

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

祭礼備品の魂
たましい

入れ

　
西
部
公
民
館
の
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、

１
月
６
日(

金)

に
筝そ

う

・
尺
八
・
十
七

絃げ
ん

・
ギ
タ
ー
に
よ
る
演
奏
会
が
あ
り
31

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
正
月
ら
し
く｢

春
の
海｣

か
ら
始

ま
り
、
参
加
者
は
日
本
の
名
曲
や
世
界

の
民
謡
ま
で
幅
広
い
演
奏
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
日
本
民
謡
の｢

つ
る

の
お
ん
が
え
し｣

が
筝
・
十
七
絃
・
尺

八
の
演
奏
に
の
せ
て
朗
読
さ
れ
、
情
景

が
目
に
見
え
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
演

出
で
し
た
。

新
春 

邦
楽
の
し
ら
べ

～
和
と
洋
の
音
色
に
よ
せ
て
～和と洋のコラボレーション
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

中
央
公
民
館

講　座　名 日　時 場 所 講　師 備　　考
パソコン
ふれあいサロン
＜内容＞パソコンを使用し
ていて、わからないところ
を指導員がお答えします。

毎週月曜日 
※祝日、年末年始を除く
午後１時30分～4時30分

（３月は5日、12日となります）

中央公民館
団体室

ＮＰＯ
新技術振興会

＜定員＞６名
＜受講料・申込み＞不要
＊メニューに沿って進める
パソコン教室とは異なります。

　　公民館ギャラリー　　シニア大学クラブ活動の作品展
北
部
公
民
館

シニア大学
( 公開講座 )

２月21日㈫ 
午後１時30分～3時 北部公民館 中野市

　　落語研究会
＜参加費＞無料
＊どなたでもご参加いただけます

豊
田
公
民
館

リズムであそぼう ３月16日㈮
午前10時30分～正午

豊田文化
　センター

ドラム
サークル諏訪
代表
原　房子 先生

〈定員〉15 組
〈受講料〉無料
〈対象者〉３歳未満児と保護者
※家にある鳴り物をお持ちいただ
　いても OK です。

チャレンジ子ども教室
親子クッキング
～春の日のごちそう～
　・カニソースのニョッキ
　・菜の花グラタン
　・お花のゼリー

３月21日㈬
午前9時～午後１時

豊田文化
センター
集合　　

矢沢　玉枝 先生

＜定員＞ 15 組
＜受講料＞一人 300 円
＜対象者＞市内小中学生と保護者

（小中学生のみでも可）
＜持ち物＞エプロン、三角巾、タッパー
＜申込み＞　３月 14 日㈬まで

チャレンジ子ども教室
バードウォッチング

３月24日㈯
午前８時～正午

豊田文化
センター
集合　　

信州野鳥の会
出野　富永 先生
　

＜定員＞ 20 名
＜受講料＞無料
＜内容＞鳥の野外観察
＜対象者＞市内小中学生
＜持ち物＞おにぎり、水筒、図鑑、
双眼鏡（持っている人）、イラスト
帳など。
＜服装＞あたたかい服装
＜申込み＞３月 19 日㈪まで

チャレンジ子ども教室
星空を見よう
～春の星空観察会～

３月24日㈯
午後７時30分～９時30分
※予備日（24日に星の観
望ができない場合）
３月25日㈰
午後7時30分～9時30分

豊田文化
センター

信州中野天文同
好会のみなさん

＜定員＞ 20 組
＜受講料＞無料
＜内容＞星の観望
＜服装＞あたたかい服装
＜対象者＞どなたでも（中学生以
下の方は保護者同伴）
＜申込み＞３月 19 日㈪まで

　　　　　　＜作　品＞　　　　　　　　　　　　 　　　　＜読み手＞

◦板倉洋子「雪の日の女」　　　　　　　　　　　　　　　小野智恵子

◦新美南吉　「花の木村と盗
ぬ す び と

人たち」　　　　朗読ボランティア せせらぎ

　　　小林日出夫の写真と詩の朗読（オカリナ演奏）
◦高村光太郎「智恵子抄」より詩の朗読　　　　朗読やかの会　吾

われ

亦
も

紅
こう

◦星野富弘「星野富弘詩画集」より詩の朗読　　朗読やかの会 さわらび

◦太宰治「ろまん燈籠」より「恥」　　　　　　　　朗読の会 ほおずき

主催　おはなしネットワーク☆ＮＡＫＡＮＯ　　共催　中野市中央公民館

2012年 ３月４日（日）午後１時半～３時半（開場午後１時）
勤労青少年ホーム集会室（中央公民館二階） 

第２回 朗読会 希望の春 入場
無料



　　　公民館報『文化なかの』  特集：公民館レポート

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

　
籐と

う

・
蔓つ

る

・
竹
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
っ
て
篭か

ご

編
み
を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、
中
野
籐と

う

工こ
う

芸げ
い

教

室
の
皆
さ
ん
で
す
。
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

の
午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で
西
部
公
民
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
籐
は
、
水
に
付
け
柔
か
く
な
っ
た
も
の
を
、

左
右
の
手
で
器
用
に
編
ん
で
い
き
、
編
み
方
も

様
々
で
、
一
本
お
き
に
編
ん
で
い
く
も
の
、
二

本
同
時
に
編
ん
で
い
く
も
の
。
編
み
方
に
よ
り

作
品
の
表
情
が
変
わ
っ
て
見
え
る
為
、
出
来
上

が
る
作
品
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
、
大
き
い
も

の
・
小
さ
い
も
の
・

深
い
も
の
・
浅
い
も

の
が
あ
り
、
花
を
飾

る
な
ど
用
途
に
応
じ

て
生
活
の
一
部
と
な

っ
て
い
る
様
で
す
。

細かいけど楽しい作業

花と季節の写真募集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季

節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の

名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー

ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

コハクチョウ／赤岩(藤澤侑
ゆう

史
し

）かまくらってあったかいね／安源寺（内藤勝郎）

どんど焼／一本木（月岡尚雄）千曲川の冬景色／上今井(小林晃
ひかる

子)


